
         

 
 

プレスリリース 

 

WCRP／RfP（Religions for Peace）国際委員会、WCRP日本委員会、 

国連文明の同盟（UNAOC）が 

「戦争を超え、和解へ」諸宗教平和円卓会議 

第 2回東京平和円卓会議を開催 

 
2024年 2月 8日、ニューヨーク：WCRP／RfP国際委員会とWCRP日本委員会は、国連文

明の同盟（UNAOC）と協働して、「戦争を超え、和解へ」諸宗教平和円卓会議・第２回東

京平和円卓会議を、2024 年 2 月 19 日～21 日に日本の東京で開催することをここに発表い

たします。2022 年に開催された第 1 回東京平和円卓会議の成功を踏まえ、多様な宗教・信

仰の指導者や関係者、政策立案者、専門家を招集し、協働して効果的な平和構築のための革

新的なアプローチを探求し、世界的な課題に対する諸宗教による活動の効果について議論し

ます。 

 

東京平和円卓会議は、世界の平和と安定のために国家間の対話と協力を促す重要なプラッ

トフォームとしての役割を果たしています。世界各地で激しい紛争が続く中、諸宗教組織と

多様な宗教指導者が主導する平和構築活動には、新たなアプローチや今までのアプローチの

刷新が緊急に必要であることが、依然として重要かつ明確な課題となっています。第２回東

京平和円卓会議では、過去の成功例を踏まえつつ、緊急に世界的な課題に取り組むことの重

要性と信仰を持つ人々が果たす独自の役割を強調しながら、新たな戦略に焦点を当てていき

ます。 

 

WCRP／RfP 国際委員会と WCRP 日本委員会は、本円卓会議の明確な目的を設定していま

す。その中には、紛争地や人道的状況において、多様な宗教伝統の指導者が果たすことので

きる具体的な役割を認識し、評価することが含まれています。また赦しと和解における諸宗

教間の対話と行動が果たす独自の役割を評価することに重点を置き、諸宗教プラットフォー

ムが、和解と社会的結束の再構築のために採用した様々な戦略を精査します。そして会議全

体を通じて、社会的結束力の（再）構築プロセスに役立つ貴重な洞察と教訓を収集すること

を目指します。 

 

WCRP／RfP国際委員会の副事務総長兼プログラム・ディレクターのディーピカ・シン氏は、

次のように述べています。「諸宗教行動の緊急性はかつてないほど明白になっています。世

界が複雑な課題に取り組む中、東京平和円卓会議は、宗教指導者が団結し、世界平和にむ

けた共通の価値観と共同の責務について話し合うための重要な場を提供します」。WCRP 日

本委員会事務局長の篠原祥哲師は、シン氏のコメントに同意し、次のように述べています。

「東京平和円卓会議では、多くの信仰者が参集し、私たちの強靭さは連帯のうちにあると

いう認識を再確認するでしょう。諸宗教の協力はなくてはならないものであり、違いを超え

てすべての人が平和と調和の世界を切り開くものです」。 

 

報道関係の皆さまは、東京で開催される平和円卓会議に直接ご出席、あるいは Zoomを利用

してのオンラインでのご出席が可能です。主な参加者へのインタビューの機会もございます

ので、報道関係の皆さまには、事前にご準備をされることをお勧めします。参加者の中に

は、インタビューを辞退したい、ありは身元を公にしたくないという方もいらっしゃるた

め、参加者のプライバシーへのご配慮と尊重をお願いいたします。 



         

 
 

主催者について： 

1970 年に設立された WCRP／RfP（Religions for Peace）は、世界最古で、最大級の、最

も代表的な諸宗教の運動体であり、高位の宗教指導者から草の根や地域レベルのリーダーま

で幅広く参加しています。約 100の国と 6つの地域、推定 64億人を代表するさまざまな宗

教を代表する 100人の指導者のリーダーシップのもと、世界、地域、国家、地方レベルでの

実践的な諸宗教協力を推進し、人々と地球の平和のために行動しています。 すべての信仰

と先住民族の伝統が交わるところにWCRP／RfP（Religions for Peace）は力強く行動し、

連帯の精神を掲げ、人々と地球に平和をもたらす未来への道を開拓していきます。 詳細は

ウェブサイト www.rfp.orgをご覧ください。 

 

WCRP 日本委員会は、1972 年に日本宗教連盟の国際問題委員会を母体に設立されました。

WCRP 日本委員会は、神道、仏教、キリスト教、イスラーム、および新宗教の代表者で構

成され、平和のための協力、啓発活動や提言、平和教育、人道支援などを行っています。ま

たさまざまな宗教的背景を持つ学識者をメンバーとする平和研究所や、女性部会、青年部会

とともに活動しています。同委員会は、加盟する宗教団体の人々や、それらの宗教団体に期

待する人々からの支援も得ています。これらの加盟団体は、同委員会の様々なプロジェクト

や活動の実施において、顕著な役割を果たしています。  詳しくは、ウェブサイト

www.wcrp.or.jpをご覧ください。 

 

国連文明の同盟（UNAOC）は、さまざまな社会間の架け橋となり、相互理解を促進し、多

様な課題をしていくために必要な政治的意思の結集を目指す国連の組織です。UNAOC

は、社会のあらゆる部門を結集する招集者およびファシリテーターとして、文化間および宗

教間での対話を強化して敵意を軽減し、世界の人々と文化間の相互尊重と調和を促進するた

めに活動しています。UNAOCのミゲル・アンヘル・モラティノス上級代表が率いるこの

同盟は、多様な国やコミュニティにおける異文化間の関係を改善するために、国家、国際機

関、地域機関、市民社会団体、財団、民間部門を含むパートナー団体との世界的なネットワ

ークを維持しています。詳細については、www.unaoc.orgをご覧ください。 

http://www.rfp.org/
http://www.wcrp.or.jp/
http://www.unaoc.org/

